
 
 

 

   

なばちゃん、これ

でどうだ！ 

まちの縁側は、2000 ヶ所はある！ 

「うめ＆はな」によるクイズから始ま

った「第 3回まちの縁側楽会」。まちの

縁側の持つ力によって「地域が変わり

得る」を実践している縁側人が集まり、

熱い談義が交わされました。 
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うめさんとはなさんと一緒にうめさん

のひ孫が初登場！まちの縁側は、高齢

者だけのものじゃない、若者の縁側が

あることもアピール！ 

私の縁側は… 

本屋さん！ 

渡辺書店よ！ 

講師は、延藤安弘さん（ＮＰＯ法人

まちの縁がわ育み隊代表理事）と 

名畑恵さん（同事務局長） 

２人の息もピッタリ！！ 

今さら無理です。 

だめです 



 

 

  

第一部 幻燈会 ―燈火の向こうに幻を見るー 

幻燈会の内容 

1.伝統的縁側型（長野市、安曇野市）2.いっぷくベンチ型（長野市、名古屋市） 

3.家と道の間の敷地のゆとり開放型（長野市松代、西三才） 

4.オープンガーデン型（長野市）5.自宅ゆとり空間開放型（長野市） 

6.自宅ゆとり空間改造・開放型（浜田のまちの縁側・島根県） 

7.村のオーガニック野菜をまちで食べるコミュニティカフェ型（空色曲玉・名古屋市） 

8.住まないシェアハウス型（名古屋市長者町地区）9.まちかど学校型（糸満海人工房・沖縄） 

10.空き空間活用素敵な生き方チャレンジ型（まちの縁側 GOGO!・名古屋市） 

11.認知症予防・改善型（認知症カフェ・愛知県岩倉市、大きなかぶ・東京都） 

12.空き空間活用多属性・多世代混ざりあい型（あんきやﾘﾋﾞﾝｸﾞ・高山市） 

13.公民館活用型ふれあい農園・三世代学び舎型（ちゅくい むじゅくい ゆんたくハウス・沖縄糸満市） 

14.空店舗活用によるひきこもり・若者参加型（セジュール・伊那市） 

15.新聞づくりによるコミュニティ再生型（信里新聞づくり・長野市） 

16.地域カルタによるコミュニティ再生型（名古屋市長者町地区） 

17.高齢者の生きるリズム尊重・バールのあるコミュニティカフェ型 

（社会センター・ジョルジュコスタ ボローニャ、イタリア） 

18.食育・遊育・木育のエコビレッジ型（いるカフェ・豊橋市） 

19.空店舗活用まち中活動拠点型（シーマシーマ・東京都世田谷区） 

20.多機能コミュニティカフェによるまちづくり基地型（com café 三八屋・一宮市） 

  

 

長野での幻燈会は通算５５回目！今回の幻燈会では、まちの縁側推進 10年目とふれあい福祉センター開設

20 周年という節目でもあり、「縁側があると地域が変わる」をテーマに縁側の持つ力を改めて知る内容でし

た。延藤先生の語り口も絶好調！参加者の皆さん話に引き込まれていました。 

２０の事例から縁側の多様性や発想の面白さを学びました。 



  第二部 味覚縁側 

信州なでしこ隊のこねつけは天下一品！おもわ

ずふたつ三つと食べたくなる。なでしこ隊の皆

さんは、職を通じて人とのつながりをつくるプ

ロフェッショナルだ！ 

みんなで食べるご飯はなんておいしいのだろう 

縁側にはつけものあり！

差し入れの漬物がズラ

リ！夏野菜の漬物も食べ

だすと止まらない… 

「ほうばずし」は木曽か

ら葉っぱが届いた本場も

のでした。おいし～～～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の養護教諭だった白澤さん、保健室は子どもたちの縁側でした。そうした場所が町の中にあってもい

いと退職を機に自宅を改装し「川中島の保健室」を作りました。子どもから大人まで幅広い世代、年間 600

人～700 人が相談におとずれ、保健室という場ができたことで色んな人が出会い繋がる場になっています。

また、地域の中での基盤作りが必要と、お茶のみサロンも開始。近所のお年寄りがサロンに訪れています。 

談義１ 私発のまちの縁側 自宅を縁側に 事例紹介者 川中島保健室 白澤章子さん 

   ・縁側で出会い「ｄｅ愛」 

・地域とつながる 横のつながりがある 

   ・地域のあずまやになる 

・「助けて」と言えない人が来れる場 

・クローズから OPEN へ 

   ・ただひたすら継続する 

   ・一人で始められる。私だからできる 

     ・記録 ・発想の転換 

 

ヒトモノコトに加えてトキが大事だとい

う事がうかびあがった談議でした。来る

人が一人や二人でも、これまで来ていた

人がこなくなったりしても、そこに開い

ている事が大事、継続していくことが大

事ということを改めて確認しました。白

澤さんは、「福がつく人になる」という言

葉を挙げて自ら動いて一生懸命やってい

る人には素晴らしい出会いを福の神がも

たらしてくれると話されました。その話

に一同なるほどとひざを打ちました（あ） 

第三部 縁側談議 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

談義 2 自分たちで自分たちの街を作る!支え合い活動が地域を守る! 

    事例紹介者 なかちゃんの皆さん（中条）松本裕文さん（安茂里小市園沖区） 

地域には、様々な課題があります。行政サービスや制度からこぼれおちてしまう人たちがいます。また、

大きな組織で作られたサービスは小回りが効かず使いにくい状況もあります。ちょっとだけ力を借りれた

らこのまま住み慣れた土地で暮らせるのに…。でも、それには、自ら「助けて」とＳＯＳを発信すること

が大切。周りが何とか力になりたいとおもっていても、当の本人がＳＯＳを出さないことにはどうしよう

もない現実もあります。そこで、気兼ねなくＳＯＳを出せる仕組みを作っているのが「なかちゃん」です。

また、これからそうした仕組みを作ろうとしているのが園沖区です。 

 

 

●私たちの地区では、サロンや畑で縁側

を作っています。出来ることはみんなで

やろうと、助け合いをしていますがもっ

と気軽に助け合いができればと、それに

は、リーダーやコーディネートする人が

必要。今日の話を参考に今後のことを考

えたい。 

 

●私たちの地区でも、ＳＯＳを出し合え

る仕組みを作りたいと考えています。で

も実際に作っていくにはいろんな人たち

の理解が必要です。できることから少し

ずつやって行こうと思いました。 

 

まちの縁側は、場所や出来事のことだけ 

ではありません。人と関わりなんとか地 

域を良くしようと思いを持った人そのものが 

縁側でもあります。なかちゃんのみなさんも、園 

沖区のみなさんも縁側です。そうした人=縁側人が

地域の中に増えていくことが孤独や孤立を無くす 

ことにつながっていきます。 

中条地区も園沖区もささえあいマップを 

行って課題や繋がりの様子を見える化 

 し縁側人の発掘も行っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

談義 3 コミュニティカフェを開こう！ 

    事例紹介者 あるとぴの 吉田泰子さん 自宅の土蔵で 田口森男さん 

「みんなが集まる場があったらいいな…」そんな思いからコミュニティカフェは生まれています。 

退職後お世話になっていた地域への恩返しの気持ちもあり人が集まる場を自宅に作ろうと思い立った吉田

さん。自分が遊べてまず楽しめる場、そして人と人が出会える場所になったらと土蔵を縁側にした田口さ

ん、2人の共通点である音楽が場を通して新たな繋がりを生んでいました。特にあるとぴのは、午後はカフ

ェ、午前中は私設公民館のように音楽仲間が集まって練習をする場になっています。「無理をせず、いつ辞

めてもいい気持ちでありのままにやってきた」という吉田さん。カフェの良さとして偶然出会った人たち

同志が話相手になって悩みをきいている。高齢の人は多くの実体験を語ることができて説得力があるなど、

思いもよらぬことが生みだされているとお話しされました。田口さんは、定期的にハミングライブを開催

中。ちょっと悩みを持っている人たちと畑仕事もされていて、ひっそりと寄り添ってサポートをされてい

ます。 

音楽好きな人がさらに音

楽好きを呼び込んでいる

ような空間だと感じた。 

「今度はうちの地区で演

奏をしてほしい」。この場

が縁側であり、実際に繋

がりあう場になってい

た。即席の名刺も有効に

活用できた。 

 

まちの縁側は・・・ 

・来て良かったなと思える ・近くにある 

・自分が行って自分で楽しんで帰って来れる場 

・丁寧なやり取りがあって初めて心が開かれていく。 

・待つだけでなく、自分自身が動くことでいろんな場が 

縁側になっていく ・人が出会う 

 ・情報交換ができる ・教え合い学びあい  

・問題悩みの相談・気分転換 ・気楽に普段着で 

 ・記録する ・日常化する ・縁側人は宝人 

    ・人間関係づくり 



 

談義４ お茶のみサロンをまちの縁側に 

事例紹介者 若穂縁側の家 丸山秀夫さん 

      西堀さろん  反町洋三・としい夫妻 
2002 年週 5 日制になった時、子ども達の居場所として

サロンを開いた反町夫妻。現在は、高齢者中心のサロ

ンで月に一回開いています。男性の参加が多く、地域

の人が様々な形で関わっています。そのかかわりから、

趣味のサークルがたちあがるなど、サロンからの広が

りがあります。 

若穂縁側の家は、旧公民館で毎週木曜日に開かれてい

ます。通称木曜会、デイサービスに行っている人も木

曜だけはサロンに来ます。 

サロンとまちの縁側がどう違うのだろ

う・・・思いを持って開いている 2 組のお

話を聞いて、自分たちの活動に活かそうと

運営の方法に質問が集中しました。サロン

を日常化するには…「こんな工夫をしてい

ます」と参加者の方からも発言が出て議論

白熱！あっという間の時間でした。 



 

まちの縁側の今後に思いを馳せた一行詩 

この詩からまちの縁側ＳＯＮＧの 3 番が生

まれることになりました。お楽しみに！ 

会の最後は、縁側人田口森男さんのギター

に合わせて「縁側ソング」を大合唱！ 

延藤先生のまとめ  
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